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会員 の 知識 と労力を結集 した い
。

通信 ネ ッ トワ ークの 活用

　次 に 、 イ ン タ
ー

ネ ッ トや 商用回線 の ほ か に 、 4．に

紹介 し た 非営利／実験ネ ッ ト ワ
ーク の 活用 で あ る

。

「学会一1が 、 SCS 傘下の い ずれ か の 大学 か NIME あ

る い は CRL と提鐫 で きれ ば、太平 洋 の ほ ぼ 全域 と

の 間 で 教育 ・ 研究 目的 の デ
ータ交換 の 可能性が 高 ま

る 。 そ して 、それ を契機に 3」 に 挙げ た太 平洋諸 島

の 展示環境に イ ン タ
ー

ネ ッ トの ホ
ー

ム ペ ージ開設や

デ
ー

タ ベ ー
ス の 構築を促 した い。

　 SCS　Net は 図 8 に 見 る よ うに 、 各大学か ら NIME

へ 、 そ し て NIME か ら POST −PARTNERS 　 Net を

経由 して USP 本部で USP 　Net と接続で きよ うc

USP 　 Net は サ モ ア の 農学部 で PEACESAT 　 Net と

接続 の 口J能性 が ある 。

　 こ れ ら情報通信 ネ ッ ト ワ
ーク の 構成 に よ り、 3．1

に 述 べ た HodgkinSon が 提唱す る
“
仮想博物館

”
を

「学会」主導 で 実現 さ せ る こ と も夢で は な い
。

多様 な共同体 をめ ざ して

　 こ の 情報通信 ネ ッ トワ
ーク に よ っ て 太平洋 に 関す

るデ
ー

タを共有す る こ とは 、 多様な伝統文化を継承

しな が ら太平 洋に 生 きる 人び との 相互理解 を深 め 、

多様で あ りなが ら ひ とっ の 共同体と して の 太 平洋 へ

の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を確か め合 い 、そ の 限 りな い恩

恵を享受す る よ り強力 な 、 お よ び／ ある い は 、 新 た

な ヒ ュ
ー

マ ン ネ ．
ソ ト ワ

ーク の 形成に っ な が ろ う。

若い 頭脳と行動力の 結集 を

　 ヒに 述べ たよ うに 、21 世紀 の 「学会 」 は 、 太平

洋に 関する デ ータ ア ク セ ス の 中心 で あ り た い 。 また、

デ
ー

タを普及 させ るだ け で は な く 、 会員の 総力をあ

げて 、太平洋 に 関す る研究 と活動、すな わち新 た な

デ
ー

タの 収集を積極的 に推進 した い
。

　 そ し て そ の た め に 、 よ り多 くの 若 い 頭脳 と行動力

を結集 させ た い
。
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子 云 Bd　 Ivwu
『
［r・Iv 月 　　　弔 dU ！〜5⊥ tS　t弟 乙i ｛さ弟 b 〆 4 弓り

tion，　Chuuk，　FSM ／贓 nistry 　ofMarlne 　Resoure巳s 、

Rarotonga ，　 Cook　 Is．／ Ministry　 of 　 Education ，

Rarotonga ，　Cook　Is．／Fi］1　Fisheries　Suve，　Fiji／

South　Pacific　Commission ，　Suva、Flji／University

of 　Guam ，　Mangilao ，　Guam ／ Fish巳ries 　Division，

Tarawa　Kiribati／Departmgnt　of　Education，　Ko −

srae ，　FSM ／CQllege　Qf 　Marshall　Islands　N生ajuroI

Marshall　Is．／Fisherles　Division、　Alofi，　Niue／

SouthPacificCommission，Nournea，NewCaledonia

／WeUingtonPolytechnie ，We ！！ington，Ne −
’Zea］and

／ University　 Techno］ogy ，　 Lae、　 PNG ／ Fisheries

＆ Marine 　Resources ，　Port　Morseby ，　PNG ／Nort −

hern　Marianas 　C 。11egeβ aipan1Northern 　Mariana

Is，／ Pubhc　School　System，　 Northern　Mariana　Is，

／Divlsion　of 　Marine 　Resources，　 Koror 、　 Palau ／

Ministry　ofEducation ，Koror，　Palau／Community

College　ofMicronesia ，Pohnpei ，FSM ／Micronesian

Maritime 　Author ユty ，　Pohnpei ，　FSM ／ Forum 　F レ

sheries 　Agency ，　 Honiara ，　Solomon　Is，／ Ministry

of 　Education，　 Nuku
’
　alofa ，　 Tonga ／ Fisheries

Department，　Nuku
’

alofa ，　Tonga／Anderson　Va −

1］yAgriculture 　 Institute，　 Calif．，　 U ．S．A ／ Kobee

Geophys三cal 　Observatory　Lab．　 Havsaii．

　U ，S．　A ／University　ofHawaii ，
　U ．S．A／Fisheries

Division，　Port　Vila，　Vanuatu ／ Fisheries　Division、

Apia ，　 Samoa ／Umversity 　 of 　 the　 South 　 Pacific，

Alafua ，　 Samoa ／ National　 University　 of 　 Sarnoa，

Alafua ，　Samoa ／Department 　of 　Education ，　 Yap ，

FSM ．

　 また現在、同ネ ッ ト ワ
ーク の 更新計画が進行 中で

あ る 。

4 ，　 2　 USP 　Net

　南太平洋大学 （USP 〕 の遠隔教育ネ ッ b ワ
ー

ク ：

USP 　Net の 歴史的背景と現状 も、 本誌 掲載 の 文 献

〔13］ に 記載 され て い る 。 さ らに 同報告に 見る通 り、

日本 と ニ
ュ
ージ ー

ラ ン ドお よ び オ ー
ス ト ラ リ ア 三 国

の ODA で 1999年末ま で に 全面的に 更新され 、
　 USP

本部 （ス ヴ ァ ）の 遠隔教育 セ ン タ
ーと ユ2の 島嶼 国領

域に 置かれ た各地域セ ン タ
ー

の す べ て に、INTELSAT

用の 地球局が設備 さ れ る 。

4．　 3　　POST −PARTNERS 　Net

　郵政 省 を 中心 に 構成 さ れ て い る実験用 POST −

PAR ？NERS 　Net の 歴史的背景 と現状 も、文献 ［13｝

に 記 され て い る。

　 H 本側 は郵政省通 信総合 研究所 ：CRL と文 部省

メ デ ィ ア 教育開発 セ ン タ ー
：NIME 、海外 で は 現在

タイ （モ ン ク ッ トエ工 科大学） と イ ン ド ネ シ ア （バ

ン ドン 工 科大学）に 衛星 地域局が あ り、
マ レ

ー
シ ア

〔マ レ
ー

シ ア 工 科大学）、 フ ィ リ ピ ン 、 そ して 1998

年末 に は フ ィ ジー （USP ）に も地球局が増設 され る

予定 で あ る 。

な お こ の POET −PARTNERSNet は 、　 NIME を 中

心局 と し て 全 国の 大学 と研究機関な ど を結 ぶ 文部省

の 大学間衛星 回線 ：SCS　Net と の 相互接続が可 能で

あ る 。

5． むすび

　見 る人 を畏敬 さ せ 、感動 さ せ ず に は お か な い 太平

洋 a そ こ に 生 きる多様 な人 び と に 、 あ まね く限 り な

い愚恵 を与え る太平洋 。 そ の 太平洋 を研究 し活動の

場 とす る頭脳 と行動力 の 集 ま りで あ る 「学会」 の 特

徴は 、 2、1 に例示 した よ う な、太 平洋 の 広 さ に も似

た広範囲 な学際性 と国際性に あ り、 学際的 な デ ータ

の 認識 とそれ らの 表現 に 向けた機動性 に あ る 。

　そ の 「学会」 が 従来か ら の 研究 テ ーマ に加 え て 、

新 し い 世紀に 向け て 取り組む べ き ひ と つ は 、 情報化

時代 へ の 対応で あろ う。

「デ ータ ベ ー
ス 」の 充実

　 そ の た め に は、 まず 3．2 に報告 した試作中の 「デ ー

タ ベ ース」の 完成 とそ の 内容の 充実で あ る 。 こ れ な

くして は情報化時代 に対応で きな い
。 従来 の デ

ー
タ

収集方法に 加え て 、 専門分野に よ っ て は 、 た とえ ば

2．2 に紹介 した 1丿モ
ー

ト セ ン シ ン グ な ど の デ
ー

タ が

活用で きよ う。 島嶼 の 環境変化の 追跡や新 た な遺跡

発見の 可能性 も期待 で きる 。

　 そ し て 、会員 が そ れ ぞ れ の 研究／創 作活動の 成果

と して 得 られ た デ
ー

タ を 「デ
ー

タ ベ ー
ス 」 に 収納 し

た い 。 また そ れ らを、2．3 に 方向性 を示 した 視覚化 、

さ ら に は マ ル チ メ デ ィ ア 化 す る努力 を傾注 した い 。

同時 に 、 「デ ータ ベ ー
ス 」 の 内容 の 英 訳 も推 進 した

い e

　 もと よ り こ れ らを最小限 の 経費 で 実現す る た め に 、
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　図 8 に そ れ ら の ネ ッ ト ワ
ー

クへ の ア ク セ ス が 可能

な地点と 、 ネ ッ ト ワ
ー

ク相互 の 関連性を示 した
。

4 ．　 1　 PEACESAT 　Net

　PEACESAT 　Net の 歴史 的背景 は 、本誌 に 同時 に

掲載され て い る文献 ［13］に詳述さ れ て い る 。 同ネ ッ

トワ
ー

クは現在、
ア メ 1丿力 の 使用済み静止気象衛星

GOES − 2 （rr本の
“
ひ まわ り

”
と同機能） の 中継

器 （C バ ン ド）を利用 して 、 下記 の 地球局 の 配置 に

見る通 り 、 島蝦国／領域を広範囲 に カ バ ー
して い る 。

　 A 皿 erican 　 Samoa 　 Community 　 Coilege，　 Pago

Pago ，　American 　Samoa ／ Departrnent　ef 　Educa 一

　　　　　　　　 、．．，1、、＿一……・・…1− …1− ・1・・IP，EムC）E＄AT・・撫 乱一 ・…・一 一 …1・11・II ．、．，，

　　　　　1
，．II
・・蕪 、。

　P。 、。 ， ・，　Sam。a ☆ A，・。 ．　Sam。a 　 　
’『

” 1”・・
… ，

1、1
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　　 ノ ☆国oumea ，　 Ne買 Caledonia 　 ☆ Lae，　 PNG　☆ Port　 Norseby ，　 PNG
’
 

　 ∫ ☆ Rota　 Northern　 Mariana　 Is．　 ☆ Saipan，　 NGrthern 盟ariana 　 Is．　 丶

∫ ☆ Kosrae，　 FSM　 ☆ Pohnpei ，　 FS”　☆ Chuuk，　 FSM　☆ Yap，　 FS置　　　　　 」

ゴ　 ☆ Koror ，
　 Palau　☆ Guam　 ☆ Ha響a　i　i

，
　 U．　S．　A　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 竃

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿111
−−1国卩

1

饗x
”

i
”

liぞi
’

三：
幽，

蕊ヨ5
’”，1鹽1層

罷；ヨ
’

1
’

u
’

Kξ即
一コ

黴
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脳
．ILI．II．．幽III ”一一4鬮ILI

手11　＿y＿
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‘

叉　　　　　　 ∫　　　　　★ Tara胃a ，　 Kiribati 　★ Alofi，　 Niue　　　　　∫　 暖

＼ 2 −

∵贈r認 1：1★
鶚騨 △

　　　＼鰾 燃 」 腔 1∵鮒 ∵ン
／

　〆
　　　　　　i　　 丶、　　　　　　 i　☆ Tuvalu　☆ Nauru　 ☆ Tokelau　ls．　 ，〆

　　　　　　i　
I
°幽

・
・ 』

丶
＿ ，．＿ 。．．i．．＿ ＿ ．．，，USR，，，N、，tト＿ 。．．．1。＿＿ II ．．。．．．．．．1、，

〆
’｝’

’tt　
1

☆ Thailand

☆ lndonesia

☆ Malaysia

☆ Philippins

☆ Japan（CRL）

★ Japan（NIME） 1　 ☆ 東大 　☆電 通大 　 ・ ・ ・ ・ …　　 。 ・

　　 ＿．SCS＿飼et （国」為．）．，．＿

1 　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　 fう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
” ・、，　　　　　　　　 ．、・’

1

　 由 ST卍 ムR，TN．EffS　 Net

図 8　 ア ジ ア ・太平 洋地域の 非営利／実験 ネ ッ トワ
ーク

　　　 （地 球局建 設予定 地を 含む）
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図 5　図表、写真 の 参照例 （［靈 を ク リ ッ クする と図表 、 写真が参 照で きる）

図 6 　目次か らの 参 照例 （目次の 項 目をカ ーソ ル で 指定す る とそ の項 目、

　　　こ の 場合 、 太平洋 Pacific　 Ocean の 項 目が検索で き る）

図 フ　 関 連項 目の参照 例 （カ ー
ド上 に

日
○○を参照

【
と表示 されて い る場合、

廊 蚕自
一
を ク リ ッ クす る とウ イ ン ドウが 開 き、［亘巫］をク リ ッ クす る と

そ の 参照項 目、こ の 場 合
“
カ ヌ

ー Canoe
’

の 項 目が 参照 で きる）
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」⊂｝url ／al　ot 　
．
圭
1he

　Yaclhe 　soc ］etv 　！り ctober 　 lgW6 ！　Na　8U 一
δ1　〔Vo ⊥．21，　NO，3 −

　4 ，　　　（65）　− 120 −一

ジ ア ム ［11］は 、 多 くの 示唆 を与え る 。

呻 　デ ータ ペ ース化す る

　共有 され た デ
ー

タは、分類 しあ る い は キー
ワ

ード

を付加す るな ど構造化 して 、デ
ー

タベ ー
ス に 収納 し

た い
。 デ ータ ベ ース は研究者／専門家か ら

一
般の 人

びとま で 広範囲に 利用 され る 。 も とよ り 、 上記 の よ

うに 公表 され る場合に 比 べ て よ り能動的 な利用が前

提 とな る 。

　また、膨人 な デ
ー

タの ブ ラ ウ ジ ン グや 検索が容易

で 、 か つ マ ル チ メ デ ィ ア に よ る提示方法や提示内容

の 密度を利用者が選択で きるような 、 双方向的な ユ ー

ザ ー ・ イ ン タ
ー

フ ェ イ ス が 望まれ よ う 。

3． 2　 太 平洋諸島デ ータ ベ ース

　著者 ら は 『事典』 の 内容 を 顕在的 デ ー
タ とす る

「太 平洋諸島デ
ー

タ ベ ー
ス 」（以下 「デ

ー
タ ベ ー

ス 」）

を構築中で あ る。 h．十音順 に 整理 され た 2，000項目
　 　 　 　 テ l ス ’
を超 え る文章を 中心に 、図表 と写真 で 構成 され る そ

の 『事典』 の 内容が 、 著者 らの 基 本構想 ［12］に 基

づ き 、

「学会」 創立 20 周年に向けて電子化され、デ
ー

タベ ー
ス 化 の 第

一
歩が踏み 出され た 。

　そ の 当面 の機能 と課題 は次の 通 りで あ る。

（1） 機　能

　こ の デ ータ ベ ー
ス は 、Macintosh の HyperCard

上で 構築 され て い る 。 HyperCard の 機能 か ら 、 次

の よ うな利用が可能 で ある。

　  　ブ ラ ウ ジ ン グ

　　　『事典』の 内容の 各項 目を 1枚の カ ー
ドに 見

　　 立て 、あ る カ ー ドか ら次の カ ードへ 、ある い は

　　前の カ ー
ドへ と 、 『事典』 の ペ ージ を操 るよ う

　　 に して広範囲に 亘 っ て 項 目を検索す る ブ ラ ウ ジ

　　 ン グが で きる 。

　　　 また、カ ー ド．．ヒに 用 意 された ボ タ ン を ク リ・
ソ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テ ト ス −
　　 ク す る こ と に よ っ て 、 そ の 文章 に 関連 する図表

　　や 写真を参照で きる 。 （図 5 参照）

　  目次か ら の 検索

　　　『事典』 の 内容 の 各 タ イ ト ル （見 出 し） を 五

　　十音別に 表示 した 目次が設 け られ て お り、希望

　　の タイ トル をク リ ッ ク して 、 そ の 内容を検索で

　　 きる 。 （図 6 参照）

　　　また 、 タイ トル が
“→○○

”
と表示 され て い

　　 る場合 は 、 カ ー ド上の 「参照項 目」 ボ タ ン （図

　　 7 参照）を ク リ ッ ク して 、 項 目○○が検索で き

　 　 る 。

　  キ ー
ワ
ー ド検索

　　　任意 の キ ー
ワ
ー ド （文字列）を入力する と

、

　　そ の キ
ー

ワ
ー ドが含まれ て い る 最初 の カ ー ドが

　　提示 され、キ ー
ワ
ー

ドが 枠で 囲 まれ る 。 入力 し

　　た キー
ワ
ードが含 まれ る カ ー ドが複数ある場合

　　は 、

1丿タ
ー

ン キーで 次 の カー ドが提示 され る 。

（2｝ 課　題

　 こ の デ ータ ベ ー
ス に は さ まざまな制約 が課せ られ

て お り 、 内容の 充実と とも に今後 の 課題 と して残 さ

れて い る 。

　  ソ フ ト上 の 制約

　　　Macintoshの HyperCard上 で 構築 さ れ て い

　　る の で 、 ソ フ ト上 の制約が あ る。

　  　JISコ ー ドの 制約

　　　印刷物で あ る 『事典』 に比 べ て 使用で きる 文

　　字 と表記法の 制約が きび し い
。

　  内容 の 充実 と操作性 の 拡張

　　　「事典』 を一定 の ペ ージ数 に 収 め る た め 、 そ

　　の 編纂 の 過程で 多大な デ ータ が 切 り捨 て られ た 。

　　「学会」 が 保 有す る太平洋 の 顕在的 デ
ー

タ は

　　「事典』に 記 され た項 目の 10倍 をは るか に超 え

　 　 よ うe

　　　特に 貴重 な写真を中心に 、 逐次入力 して 「デー

　　タ ベ ー
ス 」 の 内容の 充実を はか りた い

。 ま た 、

　　内容の 充実に と もな っ て 、ユ ーザ ー ・イ ン ター

　　 フ ェ イ ス の 拡張 も考慮 し た い
。

　  　内容 の英訳

　　　「学会」が 国際的に デ ータ の 送 り手 とな る に

　　は 、厂デ ータ ベ ー
ス 」 の 内容 の 英訳 が望 ま れ よ

　　 う。

4 ． ネ ッ トワ ー クが 共有を支援す る

　太 平洋 に 関する デ
ー

タ は 、 太平 洋 の どの 島で も利

用で き る こ と が 理想で あ る。 特 に デ
ー

タ ベ ー
ス な ど 、

デ
ー

タ が電子化 さ れ て い れ ば、通信ネ ン ト ワ
ーク を

経由 した ア ク セ ス の 可能性は 高ま る 。

　イ ン タ ーネ ッ トや 一般 の 国際商用回線 の ほ か に 、

衛星 によ る ア ジ ア ・太平洋地域 の 非営利ある い は 実

験の た め の ネ ッ トワ
ーク が 3系統あ る。

こ れ らの ネ ッ

トワ
ー

クで 、 太平洋 の 島嶼 に点在す る展示環境 を結

ぶ こ と に よ り 、 デ ー
タの 共有が 積極的に進 め られ る。

N 工工
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「 一．．−i．一一一一 ．一」

「叉
｝『『一一一1−… 一

視覚メ デ ィ ア 聴覚的メ デ ィ ア

＼
　 　 　 ＼　　　　　 一　　　　　 、 （視覚的受容） （聴覚的受容）

卜

1

　　 言語的メ デ ィ ァ

文字 、 文章 、 数字 、 数式 、 文字

を主体 に した表 な ど

物爭の 厳密な定義 。 明快な論理、

　言語 、 会話 、 台詞 、
ナ レ

ー
シ ョ

1 ． 講 義講 嵐 歌唱 など 　 1
　　　　　　　　　　　　　　　　旨
1

論理、現象 の 説得力 あ る 説明、解
．

（左 脳優位） 教理 の 展 開 。 こ れ らの 要約 あ る い 説。喜怒哀楽 の 感情 表現。デ
ー

タ

は特徴の 抽出。

　　　　　　　　　　　　　　　」
の 聴覚化。

l　　　　 I

［　　　 　　 i
l　非言語 的メデ ィ ア
．
　　　 （右脳優位）
　　　　　　　　　　　 i
　　　　　　　　　　　…
亅　　　　　　　

1

　図、絵文字、画像、形状、色彩、

　ゼ ス チ ュ ア
、 舞踏、 映像、 　コ ン

　ピ ュ
ータ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス な ど

　鮮烈 な 印象、表情 、形状、色 彩、
…
　構造、運動 、動作 な ら び に こ れ ら

　の 変化、変遷 の 明示。デ
ー

タ の 聽

　覚化 。

合図、符号、音響、音楽な ど

　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　i
音楽 は 音 そ の も の が デ

ータ で あ る 。

聴覚を通 して 空想、想豫、連 想 を

促す。　　　 　　　　 …
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

表 1　 視聴覚 メ デ ィ ア の 4 分類とそ の 特徴

叢 叢叢
“SEPIK 　 DIARY ”

の 1977 年 3月 7 日 の 1 ペ ージ

　 図 4 　Hodgkinson に よる視覚化
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畠 で 、 その後 38 年 ま で 、 ヤ ップの 離 島 サ タワ ル

で、 現地の民 族学 的な調査・研究と創作 活
動 を

い 、そ の 結果
得

られ たデータは『土方久功 著作

』全 8 巻 （三一書房刊、1990 〜93 年 ） の一 部 と

て 出 版 さ

て いる。 　この『著作集』は 笹川 平 和財団島

国基 金 ： SPI NFに よって英訳され、　CDIIeCti 、eWorks

of 　HIJI− KATA 　 HISAKATSU と し て

在 4 巻 ま で 出 版 さ れ て 、ミ ク ロ ネ シ アはじ め
多

の 人 び と に貴 重 な デ ー

とし て 提 供さ れて いる。 　 ま た 、筆者らの手元に1冊の本、

ank 　
Hodgkinsnn 著

“SEPIK　DIARY ”（Reid　Bo

s，　NSW，　Australia ， 1984 ） があ る

オ ーストラ リ ア 人 の画 家
で

あ る 著者 が パ プア ・

ユーギ ニ ア の 文化、とり わけ 北部のセピッ ク河

域の 、 未 だ 西 欧 近 代文 明の 影 響 を 受 けていない

自の文化 に 魅 せ られて 、丸 木舟で 5DD マイ ル のH

下りをしなが ら制作 し た作品を 中 心

ﾆ
した豪華な手書 きの絵日 記である。 　 “・　 ●　・ one 　of 　its　last　fro

iers　　　　the 　SepikRiver 　 of 　 Papua　New 　 Guinea ，

which　is　a 　acknow ． ledged　as 　 one　oF　the　great 　

nters 　of 　 primitive art ．” （

　　 パプア・ ニューギニアの セピッ ク河、 そ れ

地上 に 残 され た 文 化 の 最後 の領 域 の ひと っで あ

。 そしてそこ は、 原始 芸術の 生 き 生き とし た 巨

な 博物館 に 見える ）と巻頭 に 自
ら 著し て い る 特 異

ﾈ 対 象を、画家の 感 性 を 通 し て 、言語 メディア
と

し

て の文 字と 非 言 語 メ
ディアで ある 画 像と を渾 然 一体

と して、 図4 に そ の

例を掲 げたよ う

、 み ごと に デ ータ化 し て いる。 ｛2 ｝ 放 送

る 　得 ら れ た デ ータに 基 づ

い
て制 作 さ れた番組

とく に映 豫 を伴 ったテ レビ番組 は、 一 般 の 人 に

太 平 洋 に関する 情 報 と

て興味 深 く 受 け

られ る。 フィ ル

ム
やビデ オ も同様である 。 （

p 展示 す る 　化石や 遺品、伝統一「芸品、芸 術 作

、それに 古 文 書あるい は伝 統 芸

な ど の 対 象は、実物 や実演にデー タを添えて展

／提示 が 望ま れ る。 　アジ ア・太平洋 にある博

館、 資 料館、美術館 、 図書 館 、 劇 場、 そ

に 来 訪者にも開放 される研

機 関 など（以下展示環境） は次の通りである 。 　 太平洋諸島の展示

境 　　　MUSEE　DE 　TAHITI 　 DES 工 LS 　（ Papee

， 　　Tahiti）， JEAN 　 P ．　HAYDEN 　MUSEUM（Sa−

@ 　moa ），FIJI 　MUSEUM ，（Suva ，　Fiji ），　INS

T 　　 UTEOF 　T｝一 ｛E 　MARINE 　 RESOURCES（

P ）， 　　NORFOLK
　
ISLAND 　MUSEUMS （Kingsto

C 　　Norfolk 　Is．），SOLOMON 　ISLANDS 　NA

O − 　　NAL 　 MUSEUM 　（Honiala ，　 SolomD

@Is ．）， 　　」OHN 　F ． 　KENNEDY 　MUSEUM 　（ Weste

　　Province ，　Solomon 　Is ．）、PAPUA　NEW

GUI − 　　 NEA　NATIONAL 　MUSEUM （Por

@M ⊂）resby ， 　　PNG ），M工CRONESIAN 　MARINC

TURE 　　DEMONSTRATION　eENTER （Koreo ，　Pa

au ）， 　　BELAU 　National 　MUSEUM （Kor

，　Palau ）， 　　UNIVERSITY 　 OF 　 GUAM 　 M

INE 　LABO− 　　RATORY 　 （ UOG，　 Guam ） 　，　W

　IN 　THE 　　PACIFIC 　NATIONAf ． 　 HIST

ICAL　 PARK 　　 （Asan ，　Guam ），CHUUKRAGO

　MUSEUM 　　

CHUUK ，　 FSM ）、ALELE 　 MUSEUM （M

uro ， 　 　 RMI ）， ［ 10 ］ 　これら 大 小の 展示環境に 加え

、ハワイのBishopMuseurn は じ めい く っ か の 博 物 館 、

USP の Lnstitute of 　 Paci

c　Studies やグアム大学の ミ ク ロ ネシァ地 域研 究 セ ン

ー ：MARC 、それ に ハ ワ イ 大 学 や East −

st 　 Center などの
研究機 関、水族館 。 それ に

統芸能を上演するハワ イ のポリ

シア文化セン タ ー や PNG の Raung − Ra

g 劇場 な ど が ある 。
　   　 環太平 洋 諸 国の 展 示 環

　　　東南ア ジアに、 そ し

口本はじめ環太平洋の

@ 　国
ぐ
にに、太‘卜洋に関する

数
多 のそして さまざ 　　 まな展

環境が存 在 す る。 　   　 仮想展 示環 境 の夢

　　 “ SEPIK 　 DIARY ” の出 版 社主Dav

　Rgid 　 　 が か って「学 会 」を訪れ た

、陸地 の中 の 孤 島

　　のよ う
な
セピック河

流
域

と
、上記の展 示 環境 を

　　 衛 星回
線

で結んだ版 想 博物館 の構 想を 熱 っ

　ぽく語っ た c 　 　　その“仮想博 物 館 弓 は “

始芸術の生き 生き 　　とした「実像を 人びと に
提

しよ う 。そ して、 　 　 在来 の 展 示 環 境の 所
蔵

品

蔵書 ば かりで な く 、 　　伝統芸 術の 実演 や 伝統

芸品 の製 作 工 程 、カ ヌ ー 　 　 の 航 法 や 島 嶼の環境

実況など、生きたデータ 　　が 太平 洋 に 生き る 人
び

に共有
さ
れる だ ろ う 。 　そ して、そ の 仮 想 展示環境 を 夢 見る と
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タン ガロ ア像
ス ト

＿リーポード 「蜥蜴占 」 ［5 コ

ス テ ィ ッ クチ ャ
ート［4」 南太平 洋島嶼困 の 相 互 間 の 電話回 隷数 ［6亅

b

信 仰 対 象 の 視 覚 化 の 例 （タ ン ガ ロ ア 像 ）
”
ポ リ ネ シ ア

の 神格 。外辺部 ポ リネ シ ア で は 海洋 と漁 師の 神 。中央
ポ リネ シ ア で は創造者 として の 地位 に お かれる こ とも
あ っ た v 西 ポ リ ネ シ ア で は 全存 在 的な創造者 と み なさ
れ て お り、 （略）時 い た っ て 天 地創造 をな しと げ た 。
一

説 で は 、タ ン ガ ロ ア が海洋 に
一

個 の 岩 を投げ こ む と

そ れ は サ モ ア の 主 島マ ヌ ト ゥ ア 島 に な る ．つ い で 同諸

島の 他 の 島や ト ン ガ、フ ィ ジ ィ な ど が 造 ちれ た
”
．

1服部研二 「 タ ン ガ ロ ア 」
『事典 』 ）

海 洋 の 視 覚 化 の 倒 （ス テ ィ ッ クチ ャ
ー ト）

“
マ
ー

シ ャ

ル 諸島で 使 われ て い た カ ヌ
ー航海嗣の 道 具 （注 ：

一
種

の 海図 ）。薄 い 細 い パ ン ダ ナ ス 材が絹 み 合わ され 、ヤ

シ の 繊維 で 縒 っ た 糸で 結ばれ て い る。 （略 ）小 さ な貝
殻 に よ っ て 各 島の 位置が示 され て い る。 （略 ｝そ れ ぞ

れ の 島の位置関係と海流の特徴が 示 され て い る
’．
。

（中島　洋 「 ス テ イ ィ ッ ク ・チ ャ
ート 1 『事典』 〉。

物 語 の 視 覚 化 の 倒 （ス トーリーポート 「蜥蜴占 」 ）／L
土 方久功氏 の 原始美。し か し、こ れをただの 原始美

と い っ て しま うわ けに は ゆ か な い v こ の 原始芸術の 姿
を以 て われわれ の 前に 並べ ちれ た 十余点 の 彫刻 は 、相
当目 を驚 か す類 の 奇怪さを示 して われわれ に 迫 っ て く
る （略 ）。浮 彫木彫 の 額 が 多く、（略 〉

一一
枚板 の 木の

額 と して は か な り大きい もの も あ る p （略 ）何 の 遠慮
もな しに 氏の 幻想な り、南方 の 詩 が 、あ る現代感覚 の

デ ブ t ル メ を経 て 気 持よく表現 され て お り、は なは だ
い さ ぎ よ い

”
（高村光太郎 ［5 〕〕。

通 信 回 緯 の 視 覚 化 の 倒 （南太 平 洋 島 嶼 国 の 相 互 間 の 電
話 回線数 ）直通回線 を表す線はチ ャ ネル 数 に比例 した

幅 で 、国を示す円形 の 面積は人 口 に比例させ て 、描 い

て い る c それ ぞ れ の 回線の 大部分が 旧宗主国 との 闇に
設定 され 、隣国 で も文化圏が異な る と 直通 回 線は ほ と

ん ど 無 い 。［6］

図 3　視覚化の 例

N 工工
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利用 され て い る。

　海面の 高さ （ジ オイ ド）や地理 的 な地形の 精密測

定 に は探査衛星か ら赤外線や電磁波 を放射 し、 レ
ー

ダーの よ うに 、そ の 反射波を受信す る能動的な セ ン

シ ン グが行われ る 。

　探査衛星 が 収集 した デ
ー

タは宇宙開発事業団 ：

NASDA な どか ら提供 され る Q

（2） 海中探査

　音波は 水中で も減衰が少 な く遠距離 まで伝播す る 。

周波数の 高 い 超音波は特定 の 方向に 放射す る こ とが

で きる の で 、魚群探知機や対象物を探査する水中 レ
ー

ダ
．一

（ソ ナ
ー
） に用 い られ る。 水中で の 音波 の 伝播

速度が 水温 に 依存す る こ とか ら、逆 に伝播速度 の 計

測か ら水温 の 分布を知 る こ とが で き る 。

　 もと よ り調査船に よ る潜水調査や 水中カ メ ラ に よ

る デ
ー

タ収集 も行わ れ て い る 。

［3） 地中探査

　電波や 音波を地中に 向けて 放射 し、そ の 反射波を

測定 す る地中 レ
ー

ダ
ー

（た とえ ば ［7］） に よ っ て 、

埋蔵物や遺跡 ・遺構 を探査す る こ と もあ る。 対象 に

よ っ て は 、 地雷探知 に 用 い られ る金 属探知器 も利用

で きよ う。

らの
、 目に 見え な い デ ータ （赤外線／電磁波）を数

値と して 検知 し、 図 3 に 見るよ うな 、 理 解 し易 い よ

う に 視覚化が行われ る。

　 また 目に 見 え る対象は 、画像／映豫 と して デ
ー

タ

化 され る。 そ れ らは、言葉 また は文章に よ る補足が

必要で あ る 。 常に
6

百聞 は
一

見 に如 かず
”

で は な い 。

画像／映像 はそれ 自体そ の 意味や意義を 、 必ず しも

物語 らな い。デ
ー

タの 送 り手 と受 け手と の 文化的背

景が 異なれ ば なお さ らで ある 。

（2〕 マ ルチ メ デ ィ ア 化

　人 は大脳の 左半球 によ っ て 、聞 い た り読ん だ り し

た言葉や文章 （言語 メ デ ィ ア）を理 解 し、見え た り

聞 い た り した画像 ・映画や音楽 ・音響 （非言語 メ デ ィ

ア） を右半球で理解す る （た と え ば ［8］）。

　 こ の 左 右大脳 の 役割分担を考慮 する と き、 目と耳

で 受容 され る視聴覚 メ デ ィ ア は 、 表 1に 示 すよ うな

特徴 を発揮す る こ とが わ か る （た と え ば ［9］）。

　 した が っ て 上記 4 分類 の 視聴覚 メ デ ィ ア を複合 し、

目と耳な らび に 大脳の 左 右両半球を 同時に 刺激す る

こ とが、顕在的デ
ー

タの 理 解を よ り容易に す る も の

と期待で きる 。

3． デ
ー タ の 共有

2， 3　 デ ー
タ を表現 する

　文化や 社会制度に 関 す る 人 文／社会学的 デ ータ で

あれ、地球環境 な ど自然科学的デ
ー

タで あ れ、抽出

され検知 され た デ ータ は、な るべ く分か りや す い 表

示法 で 、必要に 応 じて は視覚化 して 、理 想的に は マ

ル チ メ デ ィ ア化 して 、提示 され る こ とが望 まれ る 。

〔V　視聴覚化

　古 くか ら、 人 びと は さ まざ まな視覚化を試み た 。

ペ ル
ー

の ナ ス カ に 描かれ た地上 絵や イ ース ター島の

モ ア イ は何の ／何の た め の 視覚化な の だ ろ うか ？

楽 しく踊 る フ ラ ダ ン ス の 動作 に も、

一見抽象画 に 見

え る ア ボ リ ジ ニ の 砂絵 に も実は 具体的な テ
ー

タが 表

現 され て い る 。 ミ ク ロ ネ シ ア の ア バ イ （集会場）の

破風 に は部族 の 歴史が 描か れ て い る。図 3 に そ の 視

覚化 の
一

例 を挙 げた 。

　 目に 見え な い 対象か ら、ある い は抽象的 な対象か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テ l1 ト

ら得 られ た デ
ー

タは 、 言葉 また は文章な い しは 数値

で 表現 され る 。 それ は極 力、視覚化 した デ
ー

タを 付

加 して提示す る こ とが 望まれ る 。 上述 の リモ ー ト ・

セ ン シ ン グ で は 、日に 見え る対象 （陸地／海洋）か

　 E述の よ うに 、対象か ら表現 さ れ 検知 され た デ ー

タ は 、 人 び と に よ っ て次 の よ うな過程で 共有 さ れ る 。

デ ータ の 共有化 を積極的に 進め た い 。

3 ． 1　 公表する

　多 くの 人びとが デ ータ を共有す る ため に 、そ れ を

公表す る日常的な方法は 、 次の よ う に 分類され よ う。

陶　出版する

　  　論文 ・報告書 ：専門的で か っ 限定的 な利用 の

　　た め に 書かれ る 。 『太平洋学会誌』 は じ め
、 学

　　会誌 に 掲載 され る論文 ・報告書 が顕在化 の 典型

　　で あ る 。 そ れ ら の デ ータ か ら必要な 情報を得る

　　た め に は 、 そ の 分野で の 専門知識を必要 とす る 。

　  新聞 ・ 雑誌 ・ 書籍 ：上記 の 論文や報告書 よ り

　　は幅広 い
、 あ る い は

一
般的な視点か ら著述 され

　　ある い は編集 され る 。 そ の 分野 に お ける深 い 専

　　門知 識が な くと も、 そ れ ら デ
ー

タ か ら必要 な情

　　報が 得 られ る 。

　 たとえば 土方久功 は 1929年 か ら 31 年 まで パ ラ オ
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　　／宗教 ・ 信仰／芸術 ・ 芸能

　  　社　会

　　社会的組織 ・機能／人 卩 ・人的資源／社会的基

　　盤／社会 問題

　〔6） 産業 ・ 経済

　（7） 法律 ・政治 ・国際協力

　  　戦争 ・闘争

　  　そ の 他

　 また これ らの 各項 目は 、 文 化圏 と年代 に よ っ て も

分類 され る 。

2． 2　 デ
ータを検知す る

　 さ まざ まな対象 の 中で も、 特 に気象観測 や地球環

境 の 探査 に は 、 気象衛星 や地球探査衛星 、 それ に航

空機か らの リモ
ー ト ・セ ン シ ン グ の ほ か

、
さ まざ ま

な検知方法 が 採用さ れ て い る
。

そ れ に よ る デ ータ か

ら 、 新た な デ
ー

タ の 発見 も期待で きよ う 。

（1） リモ ー
トセ ン シ ン グ

　海洋 も陸地 も昼 夜 を問わ ず 、 雑音 に似 た赤外線や

電磁波を放射 して い る 。 こ れ は衛星通 信や地上波の

通信に雑音と して の妨 害を与え る 。 そ の 放射 は 、 基

本的 に は海而 や陸地面 の 温度 に 依存す る 。 したが っ

て 可視光線 に よ る雲 の 分布 の 観測 の ほか に 、 探査衛

星 で 計測 した赤外線や電磁波の 放射の 強度か ら 、 逆

に海而や地表面の 温度を知 る こ とが で き る 。 広範囲

に口 る 海面 や陸地 の 温度分布 を知 る こ とが で きる 。

図 2 の ドの 写真 は 、 赤外線 の 放射強度の 分布か ら 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ i　
　

ル ス

地衣面と海面 の 温度分布を 疑 似 カ ラ
ー

で 表示 し た

例で あ る 。

　ま た 、 そ の 雑音に 似た放射の 周波数 ス ペ ク トル は 、

放射物体 の 性質 に よ っ て 異な る。 した が っ て 、放射

ス ペ ク トル の 帯域別 の 強 さ の 違 い か ら、逆 に放射物

休が 、 海水で あ るか 、 海氷で あ るか 、 砂地か 、 草地

か、森林 か、岩場 か、 コ ン ク リ
ー トか、な どが そ の

形状 と と もに推定 され る 。 地表直下 の 埋蔵物や遺跡

も探知 で きる 口∫能性 が あ る 。 図 2 の ltの 写真 は、帯

域別 の 放射強度を そ れ ぞれ 類似 カ ラ ーで 表 し、 そ の

合成で 見掛け の 色調の 違 い か ら放射物体の 性質が特

定 され る例 を示 して い る 。 こ の 写真 は可視光線 で 撮

影され た も の で は な い
。

　 こ の リ モ ー ト ・セ ン シ ン グ 、 特に受動的な セ ン シ

ン グに よ っ て 得 られ るデ
ー

タは、気象、海象 の 観 測、

漁業 、 農業都市開発 、 環境観察な ど広範囲 の 日的に

／

高 温 （High）

森林 植物 相凡 例

灘難高 原帯

覊 麟 ・位

覊 海鄲

覊 伐採脱

低温 （Low ）

糶 温帯

臻 暖覯 下位

靆 人琳

慧攤 甑 　農 地 ・宅地

　屋久 島の 森 林環境 保全 の た め の 衛星 画像地 図

匚RESTEC 、 鮒 リ モ ー ト ・セ ン シ ン グ技術 セ ン タ ー

36 号、 平成 8年 3 月 ］。 ⊥ の 彩色 図 と凡 例 を 見比
べ る と島 の 森林環 境が 直視で きる （こ の 図 は モ ノ ク

ロ ーム 印刷 な の で 判然 と しな い）。 　ドの 図 は島 と そ

の 周辺 の 海面 の 温度分布 が示 され て い る （同）

図 2　 リモ
ー

トセ ン シ ン グ画像の 例
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　　　 対象古して の 家平洋
「

デ ー
タが 潜在す ると認 識 され る自

然 環 境 、 動植物 分布 、 生態 ピ 植 生

社会環境 ・ 紜 統文化 ・ 芸能 、 伝 承

週跡 ・ 遺 構 … 　 。 ・。 ・ ご ・
．

・ ・

　　　　　　　　　↓

癰難瀏ll禦
　　　　　　　　　↓

i…liii爨囎i緯…馨il織iiiii
　　　　　　　。 ． 身
文 字 ／ 数 字 ／ 文

画像 ・映像 ／ 音

視 聴 覚 メ デ ィ ア

　　　　　　 表 現

↓

難 挙濕 婁璽剰
ス 化で 太平洋 に 関す る デ ー タ を

　　　　　　共 有 す る

通信 ネ ッ トワ
ー ク が 太平洋全 域

で の 共 有 を支 援 す る

↓

図 1　 対象か ら情報へ

く人、古代 の カ Pt　一や漁船、それ らの 航法 や漁法 あ

るい は漁具に 注 目す る人 もい る 。

　島民の 集落を訪れ て 、 伝説や物語を収集す る人 、

家屋や民具を観察す る人 、 生活習慣や価値観に興味

を もっ 人 もい れば、血まな こ で 古文書を漁 る人 もい

る 。 島嶼の 動植物の 分類 に熱 中する人、路傍の石 塊

に地質変化の 歴史を 見る人が い れ ば 、 生物進化の 過

程を読み 取 る人 もい る。

　そ れだ け で は も の 足 りずに 、地面 を掘 り起 こ しあ

る い は海中の 潜 っ て 、 埋蔵物や遺跡 。史跡を探 し求

め 、 そ の 由来を詮索す る人 もい る 。 ひ た す ら海 をモ

チ
ー

フ と した絵画 や写真や映像 の 制作に 没頭す る人

もい る 。 か つ て の
隔
南洋

”
統治時代 の 遺構 や太平洋

戦争 の 戦跡 を訪 ね る な ど歴史や 戦史 の 探求 に生 きが

い を見 い だ す人 も少 な くな い 。

　政治や法律 、 経済や産業 、 交通や通信事情の 調査
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ グ

　
ノ

に 島嶼を訪ね る人が い る。環礁 の 珊瑚 に太陽電池 を

浮か べ て 発電を試み よ うとす る人が い る か と思 え ば、

地球 の 温暖化に よ る島嶼 の 水没 を防こ うと奔走 す る

人 もい る 。 太平洋の デ ー
タ と情報に つ い て 議論 す る

人 も。 そ して R 、Crocombe は じめ 、 太
’F洋 の 島嶼

に住 み太平洋を熟知 した人 び とが会員と して活動 し

て い る 。

　lnstituteで は な く
昌Societジ と し て の 「学会」

は 、 太平洋 の 多様性 の 縮 図に も似た 多様 な個性 の 学

際的か っ 国際的な集 合で あ る。そ の 多様 な個性が、

太平洋に 関する多様な デ ータ を収集 し続 け て い る こ

とが 、 他に 類を み な い 「学会」 の 特色で あ る。

　 さまざ まな対象か ら、デ ータ と して 何 を抽 出す る

か は 、 それ を実行 す る入 の 価値観 に よ っ て きま る 。

そ して 「学会」 に集ま る多様な個性 、 す なわ ち多様

な価 値観 こ そ が 、 さ まざ まな太平洋の デ ー
タを総 合

的に 把握で きる。

　「事典』 に掲載 され て い る デ ータ は 、 便 宜的 に 次

の よ う に 分類 で き る。
こ れ が 上述 の 多様な 価値観あ

る い は関心 の 分布と も考え られ よ う 。

　（1） 人名 ・組織名

　  　地理 上 の 名称

　〔3｝ 自然環 境

　　 気象 ・海象／天体 ・宇宙／動植物／天然資源／

　　災害／病気

　（4） 文　化

　　 言語／風俗 ・習慣 ・価値観／言動／学問 ・技術
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　　　　　 易な交通路 とな る。通信路 （海底 ケ ー

　　　　　　ブ ル ） の 設定 も容易 で あり、電波 も陸

　　　　　 上に比 べ て 少 な い損失 で伝播す る 。 人

　　　　　 びとを隔て る と同時 に 結び付ける空 間

　　　　　 で あ る 。 栽培漁業は も とよ り、 豊富な

　　　　　 水 と陽光を利用 した海中農業の 可能性

　　　　　　もあ る 。 人 び と の 居住 の 、港湾や空 港

　　　　　　な どの 建設 の 、 石油な どの 備蓄 の
、 な

　　　　　　い し は宇宙 ロ ケ ッ ト打上げの た め の 、

　　　　　 空間 と して 利用 され る。 そ して深海底

　　　　　　は 、 今な お地球 ヒの 謎 の 空間 と して 残

　　　　　　されて い る 。

膨大な水量 ：　 蒸発 し、 降 り注ぎ、森林 や 田畑 を潤

　　　　　　す水 の 大規摸 な循環過程 の 中で の 巨大

　　　　　　な ダ ム で あ る 。 汚れや 毒性 を浄化 しあ

　　　　　　る い は希釈 す る 。 遺構 ・遺跡 、 沈船な

　　　　　　ど、考古学 上 の あ る い は歴 史的 な遺産

　　　　　　を保存す る。 日周期お よ び年周期の 気

　　　　　　温変化を安定 に保 ち なが ら 、 同時に地

　　　　　　球 の 環境 を大 き く支配 す る 。

豊富な資源 ：　 海水 に は塩分は じめ豊富 な、そ して

　　　　　　有用 な含有物 があ る 。 水産 資源 に つ い

　　　　　　て は改め て 述 べ る ま で もな い 。 海底 の

　　　　　　鉱物 の 採取 や 油田 の 発掘が行 われ、将

　　　　　　来 に 向け て 期待 で きる 。

無限の エ ネル ギー　　また 、 広 大な海面 に は燦々 と

　　　　　　陽光が降 り注 ぐ。波 力、潮汐、潮流、

　　　　　　海風、 そ れ に 表面 と海中 の 温 度差 を利

　　　　　　用 した発電 も行われ て い る 。 太平洋 は

　　　　　　無限 の エ ネ ル ギー源で あ る 。

　「学会」 は 、 太平洋 の 多様 な伝 統文化 に 注 目す る

人 に と っ て も、 そ の 現状を把握 しよ う と す る人 に と っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v ら

て も 、 そ して そ の 恩恵を享受 し あ る い は 可能性を拓

こ う とす る人 に と っ て も、 学会誌 や研究発表会を通

じて 太平洋に 関す る広範囲な、ある い は 学術的 な研

究成果を発表す る 場を提供 して い る。 学会誌 の 表紙

を飾 る美 しい 写真が 、 や や もす れば 日常忘れ が ち な 、

太平洋 に生 きる感動を呼 び起 こ す。

　 同時 に 「学会」 は それ らの 研究成果を、 セ ミナ ー

や講演会 な ど の 開催 ある い は 「事典』 を は じめ とす

る出版物 に よ っ て 、

一．
般 の 人 び と に も分か り易 く伝

え啓蒙 し 、 太平洋 に っ い て の 知識を普及 し関心 を高

あ る媒体 と して も機能 して い る 。

　そ の 「学会」の 倉11立 20周年 を契機 に、 会員 は じ

め 研究者が収集 した太平洋 に関す る資料 （デ ータ）

を、 専門家は もとよ り
一般 の 人 びと の 利用 に供す る

とともに、太平洋に 生 きるすべ て の 人び とが共有で

き、 太平洋 に生 きる喜 び を分か ち合うた め に提供す

る活動 を 、 21世紀 に 向け て 開始 す る こ とを 提案 し

た い
。

2． 対象をデ ー タに

　マ ジ ェ ラ ン や ク ッ ク が活躍 した大航 海時代の は る

か以 前か ら 、 太平 洋 の 島嶼 に 生 きる人 び とは カ ヌ
ー

で 大洋 を漕 ぎ渡 っ た 。 考 古学者の 調査結果か ら、 コ

ロ ン ブ ス 以前 に ア ジ ア か ら太平 洋を渡 り、 ア メ リカ

大陸に 到着 した人 びとが い て 、 そ の 中に は 日本人 も

含 まれる とする推 論 もな され て い る ［2 】。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ 　 み　 こ

　そ れ よ り古く我 われ の 祖先は卑弥呼 の 時代か ら中
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ザい

国大陸の 漢 に、続 い て 隋 に 、 そ して 唐に 、 朝貢 し、

さ らに 宗や明は じめ ア ジ ア の 各地 と海 を渡 っ て 交易

した 。 江戸 時代 に な っ て 鎖国 し た 後 も 、 中浜万次郎

は じ め 、乗船が難破 し て 漂流 した人 びと が 、命 が け

で 渡 っ た海 の 、そ の 海 を越 え た は るか に遠 い 国 ぐに

の 知見 を、 日本 に もた ら した （た とえば ［3 ］）。 そ

れ ら の デ
ー

タは潜 在的 に もせ よ 現在 に 受 け継が れ て

い る 。

　 そ して 広大無 辺 な 太平洋 は 、い まだ に 謎を秘 め た

未知の 空間で あ り、天然資源 と エ ネ ル ギ
ー

の 宝庫 で

あ る と同時に 、 あ る い は それ 故に 、そ こ に は未 だ そ

の 価値が認識 されて い な い 、 あ る い は人が 受容 し理

解で きる コ ミュニ ケ ーシ ョ ン ・メ デ ィ ア （文字 、 言

葉 、 画像 ・映像な ど） で 表現 さ れ て い な い 、な い し

は き わ め て ロ
ー

カ ル な 言語 で しか 伝承 さ れ て い な い

調査 ・研究対象 （以下 「対象」） と して の 、 い わ ば

潜在的デ ータが 眠 っ て い る。 それ らの対象か ら、 デ ー

タを抽出あ る い は検知、い わば 、 顕在化 した上で 多

くの 人び とが認 識 し理 解 で き る視聴覚 メ デ ィ ア で 表

現す る こ とが望 まれ る 。 テ
ー

タ は 、 そ れ に興 味を も

ちある い は利用 しよ うとする人 に と っ て の 情報 とな

る 。 そ の 過程を ま と め て 図 1 に示 した 。

2． 1　 デ ータ を抽 出する

　「学会」 の 会 員 の 中 に は、海を 見 て 海水 を成 分に

着 目す る人 もい れ ば、海中の 生物 の 分布 に 興味を抱
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太平洋学会創立 20 周年記念論文

太平洋 の デ ー タ共 有 に向けて

一
創立 20 周年 を迎 えた太平洋学会へ の提案 一

田 中　正智 俺 気通信大学） 海 田　美香 （東京大学）

1． は じめ に

　地球表面 の 3 分の 2 は海、そ の 半分が 1億 8千万

平方キ ロ メ
ー

トル に お よ ぶ 太平洋で ある 。．生命の 発

祥 とな り、幾億年 に もわ た っ て そ の 生命を 育み続 け

て い る 水を豊か に た た え て 、 は て しな く広 が る存在

そ の もの に 畏敬 と感動を覚 え る 。

　そ の 太平洋 に
、 空 の 星 を散 りば め た よ う に点在す

る大小の 島嶼 を小 した 地図が 、太平洋学会 （以
一
ド

「学会」）編纂の 『太 平洋諸島百科事典」 （原書房、

1989注 ：以下 「事興』）に 収録 され て い る 。 赤道 の

南北 に 分布す る太平洋諸島が 、 ミ ク ロ ネ シ ア 、 メ ラ

ネ シ ア そ して ポ リネ シ ア それ ぞれ の 文化圏別に 三 色

に塗 り分け られ て い る 。

　 こ の 海域 に住む人 び と は 、 そ れ ぞ れ の 文化圏に 固

有の 島民 に加 え て、移住者 と して の イ ン ドや中国を

は じめ とす る ア ジ ア系 、 オース ト ラ リア とニ
ュ
ージー

ラ ン ドか ら の 欧州系 を含 め さ ま ざ ま で あ る。 言語 も 、

上記 の 各民族、 地域 、 地 方に 公 有 の もの を加え る と

1200 種類 に の ぼ る ［11。

太平洋は多様

　 言語が 異なれ ば文化が異 な る。 人 び との 価値観 、

風俗 、 習慣 、 そ れ に 芸術 や信仰 も、 子細 に 見れば、

同 じ文化圏 内で も島こ と に 異な ろ う。

　島 あ る い は国 な い しは 文化圏 に そ れぞれ 固有の 伝

統文化に 加え て
、

イ ギ リ ス
、

フ ラ ン ス
、

ス ベ イ ン
、

ア メ リ カ 、 ド イ ツ そ し て 日 本な ど の 、か っ て の 植民

地支 配時代 の 宗主国 の 文化、さ ら に は キ ．丿ス ト教伝

道 の 影響が重 畳 され て 、そ の 多様性を きわ 立 た せ て

い る 。 広大 な海洋 に隔 て られ て い る か ら、 それ ぞ れ

異質な 文化が そ の まま保存 さ れ て き た 。

　海洋が広大 で あるがゆ え に、そ して 陸島か珊瑚礁

か 、 島の 成因や形状 と大 きさが そ れ ぞ れ異 な るゆ え

に、多様な環境 に 順 応 した生物 の 進化が ダーウ ィ ン

に よ り実証 さ れ た 。 そ れ ら動植物 の 牛態 や分布 の 不

連続 か ら、 ウ t
一

レ ス 線 が引かれ た 。

　 さ ら に同 じ理 由か ら、地域に よ っ て 気象 と海洋 の

条件を異 に し 、
こ れが上 述 の 地域的な環境形成 の 原

因 とな っ て い る 。 そ して 、太平洋が 広大 な るが ゆ え

に 、そ の 気象 と海象 の 様相が太 平洋地 域 は もと よ り、

地球全体の 環境 に 大 き く影響 し て い る。

太平洋は ひ と つ

　他方、交通と通信手段の 発達で 太平洋は ひ とっ の

共同体に な りつ つ あ る 。 昔、カ ヌ
ー

で何 日 もか け て

航海 した距離を ジ ェ ッ ト機は ユ時間で 飛ぶ 。 何千 キ

ロ の 距離 も衛星通信で 直結す る。
パ シ 7 イ ッ ク ・コ

ミ ュ ニ テ ィ
ー

：PC （旧 SPC）や南太平洋 フ ォ
ーラ ム ：

SPF の 組織が 、 人 び と の そ の 共 同体 へ の ア イ デ ン

テ ィ テ ィ を醸成す る 。

　加え て こ れ ら の 要因は 長期的に は
、 島の

、 国 の
、

な い しは文化圏 の
、 そ れぞ れ固有な伝統文化を均 質

化す る方向 に 作用 しよ う。

太平洋の恩恵

　そ して 太平洋 はそれ 自体、そ こ に 生 き る我わ れ に

さ まざまな愚 恵を もた ら して い る 。

広大な空間 ： 思索 し、瞑 想 し、 祈 り、 悟 るた め の 静

　　 　　　 寂な場で あ る 。 文学 の 、絵画の 、そ し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ ＋

−
フ

　　　　　　て 音楽 の 動機と な る 。 公海 自由の 原 則

　　　　　 か ら国境が 無 い の で 、陸 L と比べ て 容
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